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11月16日（土）保健センターで親子料理教室が行われ47名
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問い合わせ

企画課

企画広報係

内線222

ご質問の要旨

新潟市との合併に備え、新津市の荻川地区のようなコミュニティづ
くりが、今後ますます必要不可欠になると思われます。そこで、重要
となるのが、情報の伝達・交換の仕組みです。具体的な提案として、
有線放送システムか、または、各地区単位でパソコンをオンライン化
し、全戸を結び、情報を流したり、住民の要望を聞く仕組みを考えて
いただきたい。そして、コミュニティづくりに力を入れてほしい。

地域コミュニティのあり方の一つとして、地域のネットワーク化
は住民・地域産業・行政がかかわり合いながら、地域の活性化と豊
かな生活の創造を目指すものですが、住民の生活圏拡大に伴い「地
域」のエリアは拡大しつつあります。
このような中、西川町のネットワーク化のインフラ整備について

は「町内地域限定」にとらわれず、国や民間事業者の動向を見極め
ながら取り組んでいきたいと考えています。また、ソフト面での広
報広聴として、今年度事業で町ホームページの更新を行い、行政と
住民との双方向性のあるページづくりに取り組みたいと考えていま
す。この中で、ご提案いただいたコミュニティづくりを推進してい
きたいと考えています。 ―――――――――（企画課企画広報係）

回　答

ご質問の要旨

西川町においても各界のエキスパートの人が住んでおられると思い
ますが、そのような方を公民館で社会人教養講座等の先生として委嘱
をし、教室を開いてはどうですか。

公民館では、毎年小・中学校と連携した子ども向けの教室や大人
を対象とした各種教室を開催しています。
また、高齢者の方々は、高砂学級において「総合教室」や「生き

がい教室」「ふれあい教室」を通じて、学習や世代間交流といった
自主活動をしています。今までも、このような教室開催にあたって
は、できるだけ地域の方々のご協力をいただくようにしていますし、
人材バンク登録制度もありますので、そういった方々に登録してい
ただいて、今後もご協力いただきたいと考えています。
また、同好の方々が集まって自主活動していくことも、一つの方

法ではないかと思います。―――――――（社会教育課社会教育係）

回　答

ご質問の要旨

新団地に住んでいると親戚に電話で住居を説明す
るのに目標物がありません。各小路に区、組の数字
を記載した標板を電柱につけてもらうと便利です。

住居表示を実施した場合、町名、街区符号を表
示した表示板を設置することとされています。道
路、水路等により町名、街区を分けることになる
ため、町名、字名等の見直しを含め、検討してい
きます。 ―――――――――（住民課戸籍係）

回　答

ご質問の要旨

各町内の区長との意見交換会を開催してはど
うでしょうか。

ご意見の各区長との意見交換につきまして
は、毎年、区長視察研修を実施しており、こ
れらの機会を捉え今後も意見交換を行ってい
きたいと考えています。

―――――――――（企画課企画広報係）

回　答

町
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
提
言
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
「
町
長
へ
の
は
が
き
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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町
内
巡
回
バ
ス

東北電力（株）巻営業所では、地域とのつな
がりを深めるため、例年、地域に役立つ活動
を実施しています。
今年も活動の一つとして、当町に防犯灯18

灯を寄贈されました。
町では、この防犯灯を有効に活用させてい

ただきます。

東北電力㈱巻営業所

桑山 

善光寺 

平野 

中島 

西汰上 

真田 

天竺堂 

槇島 

下山 

下山公会堂 

川崎 

川崎団地 

新栄町 

槇島団地 

矢島団地 

西川荘 

学校町 

曽根駅 

四番町 

六番町 

福祉会館 

役場 

美里 

役場 

　１　便 

9：11 

9：13 

9：17 

9：22 

9：27 

9：29 

9：31 

9：34 

9：36 

9：38 

9：42 

9：43 

9：44 

9：47 

9：48 

9：50 

9：53 

9：55 

9：57 

9：59 

10：00 

10：01 

10：03 

10：06

　４　便 

16:35 

16:33 

16:29 

16:24 

16:19 

16:17 

16:15 

16:12 

16:10 

16:08 

16:04 

16:03 

16:02 

15:59 

15:58 

15:56 

15:53 

15:51 

15:49 

15:47 

15:46 

15:45 

15:43 

15:40

　３　便 

13：21 

13：23 

13：27 

13：32 

13：37 

13：39 

13：41 

13：44 

13：46 

13：48 

13：52 

13：53 

13：54 

13：57 

13：58 

14：00 

14：03 

14：05 

14：07 

14：09 

14：10 

14：11 

14：13 

14：16

　２　便 

12:35 

12:33 

12:29 

12:24 

12:19 

12:17 

12:15 

12:12 

12:10 

12:08 

12:04 

12:03 

12:02 

11:59 

11:58 

11:56 

11:53 

11:51 

11:49 

11:47 

11:46 

11:45 

11:43 

11:40

役場 
上新川 
下新川 
貝柄 
新川橋 
升岡 
大関 
浦村 
JA西川升潟支所 
大潟 
升潟小学校前 
下組 
三ツ屋 
中村 
中作 
上組 
東町 
九番町 
八番町 
六番町 
新四番町 
二番町 
藤見町 
矢島 
矢島神明宮 
西川荘 
学校町 
曽根駅 
四番町 
福祉会館 
役場 
美里 
役場 

16:41 
16:33 
16:29 
16:22 
16:20 
16:17 
16:15 
16:14 
16:12 
16:10 
16:08 
16:07 
16:06 
16:05 
16:04 
16:03 
15:59 
15:58 
15:57 
15:56 
15:55 
15:54 
15:52 
15:50 
15:48 
15:46 
15:43 
15:41 
15:39 
15:36 
15:35 
15:33 
15:30

＊交通状況や天候等により、遅れる場合がありますのでご了承ください。 

鎧郷コース 升潟コース 

12:50 
12:58 
13:02 
13:09 
13:11 
13:14 
13:16 
13:17 
13:19 
13:21 
13:23 
13:24 
13:25 
13:26 
13:27 
13:28 
13:32 
13:33 
13:34 
13:35 
13:36 
13:37 
13:39 
13:41 
13:43 
13:45 
13:48 
13:50 
13:52 
13:55 
13:56 
13:58 
14:01

08:40 
08:48 
08:52 
08:59 
09:01 
09:04 
09:06 
09:07 
09:09 
09:11 
09:13 
09:14 
09:15 
09:16 
09:17 
09:18 
09:22 
09:23 
09:24 
09:25 
09:26 
09:27 
09:29 
09:31 
09:33 
09:35 
09:38 
09:40 
09:42 
09:45 
09:46 
09:48 
09:51

12:41 
12:33 
12:29 
12:22 
12:20 
12:17 
12:15 
12:14 
12:12 
12:10 
12:08 
12:07 
12:06 
12:05 
12:04 
12:03 
11:59 
11:58 
11:57 
11:56 
11:55 
11:54 
11:52 
11:50 
11:48 
11:46 
11:43 
11:41 
11:39 
11:36 
11:35 
11:33 
11:30

　１　便 停　留　所 　2　便 　3　便 　4　便 停　留　所 

升　岡 

大　関 

浦　村 

ＪＡ西川升潟支所 

大　潟 

升潟小学校前 

下　組 

三ツ屋 

中　村　 

中　作 

上　組 

東　町 

川崎団地 

川　崎 

天竺堂 

真　田 

平　野 

中　島 

上新川 

九番町 

貝　柄 

六番町 

桑　山 善光寺 
新四番町 二番町 

曽根駅 

西汰上 

新栄町 

矢島神明宮 

矢島団地 

四番町 

だいろ号（升潟コース） 

あじさい号（鎧郷コース） 

新　川 

新川橋 

西　川 

西　川 

下　山 

下山公会堂 

槇　島 

槇島団地 

学校町 西川荘 

美　里 

矢　島 
藤見町 

役　場 福祉会館 

八番町 

下新川 

至巻町 

← 

→ 
至新潟 

町
で
は
、
高
齢
者
等
の
通
院
、
買
物
、
公
共
機
関
及
び
公
共

施
設
等
へ
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
町
内
巡
回
バ
ス
の
試
行
運

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
は
、
鎧
郷
コ
ー
ス
の
あ
じ
さ
い
号
と
升
潟
コ
ー
ス
の
だ

い
ろ
号
の
２
台
で
す
。

公
共
施
設
等
を
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
「
無
料
」

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・毎週月曜日、火曜日、木曜日、土曜日
・１日の運行回数は午前中１往復、午後１往
復の計2往復運行

・町内巡回バス停留所で乗り降りします。

運行回数等

利用できる人　どなたでも利用できます 

運行期間　12月2日～平成15年3月31日 運行期間　12月2日～平成15年3月31日 

利用料　無料  利用料　無料  

利用できる人　どなたでも利用できます 

企
画
課
商
工
振
興
係 

問
い
合
わ
せ 

内線 
221

町内巡回バス路線図

12月2日、役場前のバス停にて
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街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

学
童
の
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ん
で
天
高
し

渡
辺
　
湖
生

散
歩
道
小
さ
く
座
し
て
る
草
紅
葉

山
際
　
伝
市

人
声
の
か
え
る
深
山
の
草
も
み
じ

山
田
八
千
代

秋
の
空
公
園
遊
歩
日
課
と
す

吉
川
　
志
介

野
仏
の
裾
を
彩
る
草
紅
葉

渡
辺
　
紅
華

ど
こ
迄
も
つ
づ
く
草
原
草
紅
葉

市
橋
　
金
吾

一
病
を
癒
え
て
歩
む
や
草
紅
葉

加
藤
　
静
江

天
高
し
消
え
て
又
書
く
飛
行
雲

川
崎
　
　
實

一
筋
の
航
跡
の
こ
る
秋
の
空

小
林
　
正
義

頭
下
げ
旗
振
り
の
娘
や
秋
の
空

笹
川
カ
ツ
ヨ

秋
日
和
木
喰
佛
に
笑
み
こ
ぼ
る

関
　
　
芙
美

早
朝
や
湯
桶
の
ひ
び
く
紅
葉
宿

福
島
　
阿
支

万
葉
の
世
に
も
詠
ま
れ
し
草
紅
葉

星
　
　
良
三

秋
天
や
「
み
ず
ほ
太
鼓
」
の
童
跳
ね

森
　
　
　
武

俳
句

短
歌

石
蕗

つ
わ
ぶ
き

の
蕾
を
も
ち
し
葉
の
裏
に
空
蝉
ひ
と
つ
の

こ
り
て
ゐ
た
り

朝
妻
　
シ
ン

公
園
の
丸
太
の
上
を
父
と
子
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
遊

び
に
秋
の
陽
ゆ
ら
ぐ

加
藤
ト
シ
子

金
色

こ
ん
じ
き

の
海う

な

面も

を
よ
ぎ
り
漁
舟

い
さ
り
ふ
ね

日
暮
れ
の
佐
渡
へ

ま
ぎ
れ
て
ゆ
き
ぬ

市
川
　
和
子

点
心

て
ん
じ
ん

に
飛
魚

あ

ご

の
乾
物
の
添
え
ら
れ
て
紅
葉
茶
会

に
御
酒
を
い
た
だ
く

水
野
　
シ
ヅ

俯う
つ
ぶ

せ
に
手
足
の
ば
し
て
女
の
曽
孫

ま

ご

と
畳
の
上
に

ク
ロ
ー
ル
の
稽
古

中
原
　
京
子

朝
明
け
に
靄
ひ
て
見
ゆ
る
角
田
山
を
見
な
が
ら

思
ふ
父
母
の
こ
と

松
島
え
り
か

庭
の
辺
の
秋
色
早
き
満
天
星

ど

う

だ

ん

の
夕
日
に
映
え
て

染
ま
り
ゆ
く
な
り

青
葉
　
　
香
　

雨
ご
と
に
色
濃
く
な
れ
る
草
紅
葉
見
つ
つ
思
へ

り
冬
近
か
ら
む
と

大
野
　
友
子

蒲
原
の
涸
る
る
刈
田
の
広
ご
り
に
鷺
の
一
羽
の

白
さ
が
沁
み
ぬ

桜
　
み
な
よ

白
ひ
げ
の
仲
代
達
也
に
似
し
夫
も
病
み
て
よ
り

そ
の
精
悍
さ
失う

す

上
山
　
恵
子

■文芸欄への投稿は、毎月20日までにどうぞ。作品は１人１首（句）以内です（編集一任させていただきます）。
難しい漢字や特別な読み方をする漢字には、ふりがなをふってください。

11月17日（日）、西川中学校卓球場において、第31回町民卓球大会が開催されました。
今大会には、初めて高砂学級卓球部員も参加し、小学生から高砂学級まで、まさに卓球を通した

生涯スポーツの実践の場となり、和気あいあいの中にも熱い戦いが展開されました。

11月20日（水）、岩崎均さん（中島）が、新潟県優良
農業経営体等表彰事業において、認定農業者の部で新潟
県農業会議会長賞を受けられました。
岩崎さんは、平成７年５月に農業経営基盤強化促進法

に基づく認定農業者の初回認定を受け、以降、地域にお
ける農業指導者としての役割を発揮し、経営改善に優れ
た実績をあげている認定農業者として受賞されました。

中島 岩崎　均さん 

◆団体戦
優　勝 川崎団地
準優勝 素人軍団
第３位 西川中Ｂ
〃　 どばしチーム

◆個人戦
◇小学生の部
優　勝 多賀　将大（鎧郷小６年）
準優勝 中沢　　誠（鎧郷小６年）
第３位 田中　智則（鎧郷小６年）
〃　 古俣　湧梧（鎧郷小６年）

◇中学生男子の部
優　勝 荻野　光明
準優勝 寺尾　俊彦
第３位 多賀　健二
〃　 土屋　徳寛

◇中学生女子の部
優　勝 斎藤　繭子
準優勝 長谷川成美
第３位 上原　聡子

◇一般男子の部
優　勝 小林　和夫
準優勝 伊平　　浩
第３位 中村　修正
〃　 山本　年春

◇一般男子Ｂの部
優　勝 真柄　孝造
準優勝 鈴木　　剛
第３位 上原　十一

◇一般女子の部
優　勝　海藤　トシ
準優勝 多賀　幸子

第３位 山岸　ミイ
〃　 塚原シズエ

（敬称略）

10月19日・20日と26日～28日に文化協会設立20周年を祝い、各種
記念事業が開催され、これまでのあゆみをまとめた記念誌が発刊さ
れました。
10月19日・20日は、福祉会館で「西川町を中心とする西蒲原郡ゆ

かりの文人展」が開催され新保正與・小沢精庵、多賀春塘など多く
の文人の遺品や遺作を展示し、町内外の多くの方々が来られました。
10月26日・27日には、保健センターや社協センター、福祉会館で

「芸術展覧会」「町内小学生競書大会」「もみじ煎茶会」「芸能発表会」
のほか「町民秀作展」が開催され、県展などに入選・入賞された写
真・書道・絵画・小学生の作品が展示されていました。
また、27日福祉会館で、記念文化講演会と記念式典が開催され、

記念文化講演会には、ＮＨＫ「こんにちは奥さん」初代司会者の五
代利矢子さんをお迎えしました。「豊かさをはかるモノサシ」と題
して、250名の方が熱心に聞いていました。
記念式典では、文化協会20年のあゆみが紹介された後、小学生競

書大会特別賞受賞者の表彰が行われました。
そして、28日には祝賀会が開催され、これまでを振り返りながら

協会設立20周年を祝っていました。
なお、第17回小学生競書大会特別賞受賞者は次のとおりです。

○町長賞
曽根小学校５年生　　渡辺千佳子さん

○議長賞
鎧郷小学校６年生　　本間　詩織さん

○教育長賞
曽根小学校４年生　　石川　恭子さん

○明るい選挙推進協議会長賞
鎧郷小学校６年生　　佐藤　絢香さん

○青少年育成町民会議会長賞
鎧郷小学校４年生　　富山　花澄さん

○文化協会長賞
升潟小学校５年生　　大島　　樹さん

緊張したけどうまく踊れたよ（芸能発表会にて）

真
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
語
る
五
代
さ
ん

（
文
化
講
演
会
に
て
）
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平成14年度　除雪区域割 町道消雪パイプ維持管理委託業者区域割 
業　者　名 町　　内　　名 

遠 藤 建 設 ㈱ 

小 林 設 備 工 業 

㈲ 谷 建 設 

㈱ 加 藤 建 設 

㈱ 八 百 板 組 

佐 藤 建 材 

深 澤 建 設 ㈱  

西 川 興 業 ㈱  

世 紀 東 急 工 業 ㈱ 
北陸支店新潟営業所 

㈱ 新 潟 藤 田 組 

業　者　名 町　　内　　名 
深澤建設㈱ 矢島・天竺堂・真田 

槇島団地 

Ｄ区域 
（四番町、五番町、六番町、七番町、 
　朝日町、千隈町、六分地内） 

上組～浦村 

押付・押付団地・美里 
西汰上・下山・新栄町 

　代官橋通南側・学校町 
水道町 

六分・一番町～八番町 
千隈町・朝日町 

九番町・東町・見帯 

　代官橋通北側・平野・善光寺 
桑山・槇島・川崎・川崎団地 

旗屋・旗屋工業団地 
松崎・大正通・藤見町 

上組～浦村・新川 

大関～升岡・広域農道 
川西～三角野 

升岡工業団地・升岡団地 １　町道の維持管理委託業者は、毎年同一業者から実施していただきます。 
２　天竺堂、中島、槇島、平野地内の消雪パイプについては、集落委託となっています。 
３　平成14年度に敷設した消雪パイプについては、今年度に限り請負業者が維持管理 
　を行います。 
４　14時～15時及び16時～17時に降雪等があっても消雪パイプは作動しません。 問い合わせ 建築課管理係　内線231

日中連絡先　　88-3647 
夜間連絡先　　88-3647

㈲谷建設 
日中連絡先　　88-3125 
夜間連絡先　　88-6600

㈱八百板組 
日中連絡先　　88-3108 
夜間連絡先　　88-2793

㈱加藤建設 
日中連絡先　　88-3713 
夜間連絡先　　88-3713

西川興業㈱ 
日中連絡先　　88-3927 
夜間連絡先　　88-3961

大関～三角野 
世紀東急工業㈱ 
　北陸支店新潟営業所 
日中連絡先　　88-7393 
夜間連絡先　　88-6208

Ｂ区域 
（　第三区、学校町地内） 

Ｃ区域 
（　第一区、六番町、七番町、八番町、 
　東町、六分、見帯地内） 

Ａ区域 
（　第一区、　第二区、　第三区地内） 

県道消雪パイプ維持管理委託業者区域割 
業　者　名 町　　内　　名 

㈱加藤建設 
日中連絡先　　88-3713 
夜間連絡先　　88-3713

西川町地内の県道 

一
　
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
自
動
車
等
を
道
路
上

に
放
置
・
駐
車
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

二
　
車
庫
等
の
出
入
口
に
設
置
し

て
あ
る
乗
入
板
等
は
、
徹
去
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

三
　
道
路
上
に
出
て
い
る
樹
木
・

竹
等
の
枝
お
ろ
し
を
す
る
な

ど
、
事
前
に
処
理
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

四
　
住
宅
等
の
出
入
口
の
除
雪

は
、
各
戸
で
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

五
　
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し
や

す
い
も
の
や
、
畑
な
ど
に
排
雪

し
て
ほ
し
く
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
竹
竿
等
に
赤
布
を
付
け
る

な
ど
、
分
か
る
よ
う
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

六
　
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す

の
で
、
子
ど
も
な
ど
が
除
雪
車

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

七
　
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

本
年
度
も
例
年
ど
お
り
、
町
内
主
要
道
路
及
び
生

活
関
連
道
路
の
機
械
除
雪
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
交
通
の
確
保
を
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
、
次
の
点

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

西川町役場 

曽根小学校 

JR越後曽根駅 

西
川
竹
園
高
等
学
校 

福祉会館 

国
道
国
道
1
1
6

1
1
6
号 

国
道
1
1
6
号 

平成14年度　町道消雪パイプ維持管理委託業者区域割図
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除
雪
作
業
・
水
道
管
の
冬
支
度

問い合わせ 

ガス水道課 
　88-2144

赤いランプが点滅して 
ガスが止まったときは 
赤いランプが点滅して 
ガスが止まったときは 
器具の消し忘れやガス栓の誤開放、 

ゴム管はずれなどがないかを確認してください。 

１ お部屋のガス栓を全て閉めてください。 （但し、メータコックは開けておいてください） 

２ 復帰装置のキャップを、手ではずします。 （反時計方向に回します） 

３ 復帰ボタン（軸）を奥まで押し、ランプの 点灯を確認後すぐ手をはなして下さい。 

４ 操作はこれで終了。 手をはなして約３分間お待ちください。 
（マイコンがガス漏れの有・無を検査中です。） 
ランプの点滅が消えたら元どおりガスが 
使えます。 
キャップはもとにもどしてください。 

※しゃ断したマイコンメータを復帰する時、
約２分以内に再びしゃ断する場合は、ガス
栓が開いている恐れがあります。ガス栓をも
う一度復帰してください。 
（給湯暖房機などのコントローラのスイッチも
忘れずに切ってください。） 

復帰ボタン（軸） 
キャップ 

復帰ボタン（軸） 

復帰 
装置 

１ 

２ ３ 

４ 

しめる 

はずす 押してはなす 

約3分 

表示ランプ 
（点滅） 

次のような場合にガスが止まることがあ
りますのでご注意ください。

1. ガスを異常に長時間同じ状態で使用すると、 
しゃ断することがあります。 

2. お出かけになるときなどに、メータコック 
を閉めますと、気温の低下などにより、ガ 
ス管内の圧力が低下し、しゃ断する場合が 
ありますので、ご注意ください。 

3. マイコンメータに振動やショックを与えま 
すと、感震器がはたらいてしゃ断する場合 
があります。マイコンメータには、異常な 
振動やショックを与えないようにご注意く 
ださい。 

4. 長期間口火をつけっ放しの場合は、ガスも 
れを検査する機能が働いて、警報表示が点 
滅することがあります。ガス器具をお使い 
にならないときは、口火を消してください。 

5. マイコンメータは、内管の折損等、異常に 
多量のガスが流れたときには、すみやかに 
ガスをしゃ断します。 

ガスの取扱いには 
　　一層のご注意をお願いします。 

と
き
は
、
お
湯
を
か
け
て
と
か
す

方
法
が
あ
り
ま
す
。

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、
蛇
口

に
近
い
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。急

に
熱
湯
を
か
け
た
り
す
る
と

破
裂
し
た
り
、
ひ
び
割
れ
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

寒
い
冬
を
、
安
全
で
便
利
な
都

市
ガ
ス
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
種
類
に
あ
っ
た
ガ
ス
機
器
を

町
で
送
っ
て
い
る
ガ
ス
は
「
13

Ａ
」
で
す
の
で
、
13
Ａ
用
の
ガ
ス

機
器
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
湯
沸
器
の
水
抜
き
を

冷
え
込
み
の
厳
し
い
日
は
、
凍

結
や
破
裂
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
湯
沸
器
の
水
抜
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
換
気
は
こ
ま
め
に

閉
め
き
っ
た
室
内
で
暖
房
機
器

を
長
時
間
使
用
し
て
い
る
と
、
排

―
夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
を
―

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
以
下
に

な
り
ま
す
と
、
水
道
の
水
が
凍
っ

た
り
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

特
に
、
冬
期
間
使
用
し
な
か
っ

た
り
、
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
蛇
口
や
水
道
管
は
、
布
や

新
聞
紙
、
紙
袋
等
を
巻
い
て
、
そ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
う
な

ど
の
方
法
で
、
早
め
に
冬
支
度
を

し
ま
し
ょ
う
。

―
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
―

破
裂
や
ひ
び
割
れ
で
水
が
吹
き

出
し
た
時
は
、
ま
ず
、
水
道
の
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
止
水
栓
を
手
で
右
へ
回

す
と
水
が
止
ま
り
ま
す
。

次
に
、
破
裂
し
た
部
分
を
布
か

テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け

て
応
急
手
当
を
し
た
後
、
す
ぐ
に

町
指
定
の
水
道
工
事
店
へ
修
理
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
宅
地
内
の
漏
水
に
係
る
修
理

費
用
は
、
各
家
庭
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

―
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
―

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

気
で
部
屋
の
空
気
が
汚
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
中
毒
な
ど
、
思
わ

ぬ
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
30
分
に

１
回
く
ら
い
の
間
隔
で
換
気
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ガ
ス
機
器
の
回
り
は
大
丈
夫
？

暖
房
機
器
の
上
や
回
り
に
洗
濯

物
や
燃
え
や
す
い
も
の
、ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
を
置
く
と
大
変
危
険
で
す

の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
ガ
ス
機
器
は
い
つ
も
清
潔
に

ガ
ス
機
器
に
ホ
コ
リ
や
ゴ
ミ
な

ど
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
と
、
故
障

や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ガ
ス
機
器
を
長
持
ち
さ
せ
、
安

全
に
使
用
で
き
る
よ
う
こ
ま
め
に

清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

皆
さ
ん
の
お
宅
に
取
り
付
け
て

あ
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
、
電
気
の

寒
い
冬
を
快
適
に
！

ガ
ス
暖
房
機
器
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

ブ
レ
ー
カ
ー
と
同
じ
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
暖
房
機
器
を
長
時

間
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
場
合

に
、
メ
ー
タ
ー
が
異
常
な
状
態

（
消
し
忘
れ
）
と
判
断
し
て
家
中

の
ガ
ス
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

も
し
、
ガ
ス
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
時
は
、
図
の
要
領
で
メ
ー

タ
ー
を
操
作
す
れ
ば
ガ
ス
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

操
作
は
簡
単
で
す
が
、
ガ
ス
栓

が
一
箇
所
で
も
開
い
て
い
た
り
、

ラ
ン
プ
の
点
滅
が
消
え
な
い
う
ち

に
ガ
ス
を
使
用
し
よ
う
と
し
た
り

す
る
と
、
再
び
ガ
ス
が
止
ま
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
正
し
い
復
帰
操
作
を
し

て
も
ガ
ス
が
使
用
で
き
な
い
と
き

は
、
ガ
ス
水
道
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
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西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
ガ ス 水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
テレホンガイド
教育相談（専用）

@88－3111n
@88－5311
@88－2334
@88－2144
@88－5666
@88－5666
@88－6666
@88－3031

お
知
ら
せ
・
情
　
報

至巻 

ふれあい公園 
● 

曽根神社 
● 

●本マ屋 

●みずほ保育園 

●JA西川 

スタート 
ゴール 
福祉会館● 

至
升
潟 

善
光
寺
大
橋 

○Aコース（約５．０km） 
○Bコース（約２．０km） 
○ふれあいコースは、 
　福祉会館－曽根神社往復 

町民元旦マラソンコース 町民元旦マラソンコース 

◆
タ
イ
ム
コ
ー
ス

Ａ
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）

１
組
　
中
学
生
か
ら
29
歳
ま
で

の
男
子

２
組
　
30
歳
以
上
の
男
子

Ｂ
コ
ー
ス
（
約
２
㎞
）

１
組
　
小
学
生
男
子

２
組
　
小
学
生
女
子

３
組
　
中
学
生
以
上
の
女
子

４
組
　
40
歳
以
上
の
男
子

◆
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
約
1.5
㎞
）

年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

参
加
で
き
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
福
祉
会
館
か
ら
曽
根
神

社
ま
で
を
往
復
し
ま
す
。

（
タ
イ
ム
や
順
位
は
取
り
ま
せ
ん
。）

表
　
彰

各
組
ご
と
に
表
彰
し
ま

す
。

（
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
に

つ
い
て
は
除
き
ま
す
。）

参
加
費

１
人
　
１
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
等
）

申
込
み

本
紙
に
折
り
込
ん
で

あ
る
参
加
申
込
書
に
所

要
事
項
を
記
入
し
、
参

加
費
を
添
え
て
、
大
会

当
日
、
受
付
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
小
・
中
学
生
は
、
保

護
者
の
承
諾
印
が
必
要

で
す
。）

な
お
、
参
加
申
込
書

は
公
民
館
に
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

公
民
館
@
88
―
２
３
３
４

※
　
町
民
及
び
町
内
企
業
勤
務
者

以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

プ
ン
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

年
初
め
の
日
を
マ
ラ
ソ
ン
で
ス

タ
ー
ト
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

の
健
康
計
画
を
立
て
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

コ
ー
ス
は
２
通
り
で
、
一
生
懸

命
走
る
タ
イ
ム
コ
ー
ス
（
Ａ
コ
ー

ス
５
㎞
、
Ｂ
コ
ー
ス
２
㎞
）
と
、

楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
す
る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
分
の
タ
イ
プ
に
合
わ
せ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
サ
ー
ビ
ス
や
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
、

友
だ
ち
、
み
ん
な
で
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

期
　
日

平
成
15
年
１
月
１
日

（
実
施
す
る
場
合
は
、
午

前
８
時
30
分
に
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
す
。）

受
　
付

午
前
９
時
30
分
〜

開
会
式

午
前
10
時

ス
タ
ー
ト

午
前
10
時
30
分

コ
ー
ス
・
組
（
図
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。）

升潟小学校家庭教育学級「わくわ
くクラブ」では、次のとおり「生け
花教室」を行います。
きれいな生け花を飾って、お正月

を迎えませんか。

日時 12月27日（金）
午後７時～９時

会場 貝柄集会所
内容 お正月の生け花　　　
講師 玉木柯春先生

（草月流常任総務師範）
定員 先着30名程度
参加費 2,000円（花代）
持ち物
花器、剣山、花ばさみ、新聞紙、
タオル、エプロン

申込締切 12月16日（月）
問い合わせ
高　島　@88－７３９９
公民館　@88－２３３４

12月定例議会招集日のお知らせ 

　12月定例議会の招集日が、次のとおり 
決まりましたので、お知らせします。 
 
 
　なお、一般質問や議案審議の日程（予 
定）につきましては、招集日の４・５日 
前に開催される議会運営委員会で決まり 
ますので、その後役場庁舎内の掲示板 
（ふれあいコーナー前）に日程を掲示し 
ます。 
　また、電話照会にもお答えしますので、 
役場内議会事務局（内線311）へご照会く 
ださい。 
　議会での審議は、町民の皆様の生活に 
直結するものです。 
　ぜひ傍聴してください。 

招集日  12月16日（月） 

請
求
方
法

12
月
27
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
住
民
課
戸
籍
係
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
方
法

役
場
当
直
室
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
受
領
の
際
に
は
認
め
印

が
必
要
で
す
。
領
収
書
が
必
要
な

方
に
は
後
日
郵
送
（
郵
送
料
は
本

人
負
担
）
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
戸
籍
係

内
線
１
３
２
、
１
３
３

＊
年
末
の
窓
口
業
務
＊

日
　
時

12
月
30
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

取
扱
業
務

戸
籍
謄
・
抄
本
、
住

民
票
、
印
鑑
証
明
事
務

＊
事
前
の
電
話
連
絡
に
よ
る
住
民

票
の
時
間
外
交
付
＊

日
　
時

12
月
31
日（
火
）
〜

１
月
５
日（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
８
時

年
末
の
役
場
業
務
は
12
月
27
日（
金
）ま
で
、
年
始
の
業
務
開
始
は
１
月

６
日（
月
）か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住民課窓口からのお知らせ

毎月第４水曜日に住民票等交
付窓口を午後７時まで延長して
います。（12月は25日です。）
取扱業務は、
戸籍謄・抄本／住民票／印鑑

登録／印鑑証明／年金現況証明
です。
どうぞご利用ください。

取
扱
業
務

住
民
票
の
み

請
求
で
き
る
方
は
本
人
及
び
家

族
の
方
に
限
り
ま
す
。（
１
通
３

０
０
円
）

な
お
、
住
民
票
発
行
日
は
12
月

27
日
付
け
と
な
り
ま
す
。

※
戸
籍
謄
・
抄
本
及
び
印
鑑
証

明
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

休……休みとなります。ご確認のうえ、ご利用ください。
※1…12月30日（月）は戸籍謄・抄本、住民票及び印鑑 
　　　証明事務の業務を行います。 
　　　なお、時間は午前9時～午後5時です。 

12 
・ 
28 
（土） 

休 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 
 
29 
（日） 

休 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 
 
31 
（火） 

休 

休 

休 

休 

休 

1 
・ 
1 

（水） 

休 

休 

休 

休 

休 

 
 
2 

（木） 

休 

休 

休 

休 

休 

 
 
3 

（金） 

休 

休 

休 

休 

休 

 
 
4 

（土） 

休 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 
 
5 

（日） 

休 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
だいろの家 
　88-7610

ス ポ ー ツ 
パーク西川 

西川勤労者 
体育センター 
　88-7383

福 祉 会 館 
　88-6200

役場窓口事務 

（   　　） 問い合わせは 
公民館まで 

年末年始の役場事務 
 
 
30 
（月） 

※1 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

広
報
に
し
か
わ
11
月
25
日
号

の
12
ペ
ー
ジ
、

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

の
中
の
住
民
課
年
末
窓
口
業
務

の
時
間
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

正
　
12
月
30
日（
月
）

住
民
課
年
末
窓
口
業
務

９：
00
〜
17：

00

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正
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升
潟
小
学
校
５
年
生
が
熊
谷
農
機
（
分
水
町
）
を
取
材 

第3回新潟地域合併問題協議会開催日のお知らせ 第3回新潟地域合併問題協議会開催日のお知らせ 

10
月
８
日（
火
）升
潟
小
学
校
の
５
年
生
40
人
が
、
新
潟
日

報
社
の
記
者
の
指
導
の
下
、
分
水
町
の
熊
谷
農
機
で
、
農
機

具
製
品
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

工
場
で
子
ど
も
た
ち
は
、「
製
品
に
な
る
ま
で
ど
の
く
ら

い
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
？
」
な
ど
と
社
長
に
質
問
し
、

真
剣
な
表
情
で
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

升
潟
小
学
校
の
５
年
生
は
総
合
学
習
で
お
米
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
新
潟
日
報
社
や
新
潟
大

学
の
協
力
に
よ
り
、
取
材
・
新
聞
を
発
刊
し
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
は
「
普
段
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
取
材
す
る
な
ど
と
て

も
意
欲
的
で
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
町
民
会
議
・
公
民

館
共
催
に
よ
る
「
冬
休
み
ビ
デ
オ

映
写
会
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。家

の
テ
レ
ビ
と
違
っ
て
、
大
画

面
で
見
る
の
は
迫
力
満
点
で
す
。

ぜ
ひ
、
親
子
で
見
に
来
ま
せ
ん

か
。

日
時

12
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
上
映
開
始

会
場

福
祉
会
館
講
堂

入
場

無
料

内
容

『
ア
イ
ス
・
エ
イ
ジ
』

問
い
合
わ
せ

公
民
館
@
88
―
２
３
３
４

当町を含む12市町村で合併について協議する「新潟地
域合併問題協議会（法に基づかない任意の合併協議会）」
の第３回目の開催日は次のとおりです。

開催日時　12月25日（水） 午後2時から
会　　場　ホテル新潟　3階「飛翔」（新潟市）

この協議会の会議は公開されますので、ぜひ皆さん傍
聴してください。

町のホームページに合併に関する情報を掲載している
「市町村合併特集」コーナーがあります。
ここには、新潟地域合併問題協議会のホームページだ

けでなく、町の合併に関する情報や新潟市との行政制度
の違い等を掲載しています。
今後も合併情報を更新していきますので、どうぞご覧

ください。
問い合わせ 総務課広域情報係　内線213

市町村合併ホームページをご覧ください

県内一斉に12月11日（水）～31日（火）
の間、年末の交通事故防止運動が実施
されます。
この時期は忘年会などお酒をのむ機

会が多くなってきますが、ドライバー
の方は、「飲んだら乗るな」「飲むなら
乗るな」を心がけ、周りの方は「飲ん
だら乗せない」「乗るなら酒をすすめ
ない」を心がけて交通事故を起こさな
いように飲酒運転を追放しましょう。
また最近はすっかり寒くなり、暗く
なる時間が早くなりました。夜に出歩
かれる方は明るい服装や反射材等を使
用し、自分のいる位置をドライバーの
方に早く見つけてもらえるようにしま
しょう。
ドライバーの方は、夜間の運転の時
に歩行者等を見つけた場合は横断等の
危険を予測して、ゆとりのある運転を
心がけましょう。

年の暮れ
はやる心に

ひそむ事故
西川町交通安全対策協議会

◆スローガン

子
ど
も
た
ち
の
作
っ
た
新
聞
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12月の納税
●納税する税目
固定資産税（第3期分）
国民健康保険税（第9期分）
介護保険料（第9期分）
●納　期　限
12月25日（水）

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関へ納
めてください。
・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は12月25日（水）です。振替できなかった方
の再振替日は、郵便局の方1月10日（金）、その他の金融
機関の方は、１月15日（水）となっています。
・口座振替のおすすめ
納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

・納期限までに忘れずに
納税しましょう。

1 ごみ収集について
（1）ごみは、決められた場所に決められた日の朝８
時までにごみステーションに出してください。ま
た、ごみの分別にご協力をお願いします。
＜7種類分別＞
①　普通ごみ（生ごみ,プラスチック類,危険物類）

→普通ごみ収集ステーション
②　びん（飲料用）
③　缶（飲料用）
④　ペットボトル（飲料用）
⑤　古紙（新聞,雑誌,段ボール,牛乳パック）
⑥　廃乾電池

→資源ごみリサイクルステーション
（旧　粗大ごみステーション）

⑦　粗大ごみ→鎧潟クリーンセンターへ直接搬入
（１トンまで無料）

個別収集は１個につき500円の粗大
ごみシールを貼ることになります。

（2）大雪でごみ収集車が動けない場合を除いて、予
定どおり収集します。

（3）大雪でごみ収集できない場合は、収集日・収集
場所の変更を行うことがあります。変更する場合
は、区長及び公衆衛生推進委員に連絡しますので、
ごみは次回の収集日まで、各家庭で保管しておい
てください。

（4）降雪時においては、ごみステーション前の除雪
や除雪車が通過後の残雪等の除雪についてご協力
くださるようお願いします。

（5）年末年始のごみ収集休業日は、12月31日（火）
から１月３日（金）までです。（鎧潟クリーンセン
ターは、12月31日は操業しています。）
2 し尿について
（1）し尿のくみ取は、計画収集で行っていますので、
特に汲取りの予約をする必要はありません。

（2）浄化槽は、降雪前に消毒液の有無や、機械の故
障等がないように点検しておいてください。また、
雪降ろし等で浄化槽が埋まらないようにしておい
てください。

（3）年末年始のし尿くみ取休業日は、12月28日（土）
から１月５日（日）までです。

平成14年度　巻町外三ヶ町村衛生組合年末年始業務日程表 平成14年度　巻町外三ヶ町村衛生組合年末年始業務日程表 

7 
火 

6 
月 

5 
日 

4 
土 

3 
金 

2 
木 

1 
水 

３１ 
火 

３０ 
月 

２９ 
日 

２８ 
土 

２７ 
金 

２６ 
木 

12月 1月 月　日 

施設名 

鎧潟クリーンセンター 
（焼却場） 
衛生センター 
（し尿処理場） 
妙　有　院 
（火葬場） 

通常どおり 

通常どおり 

通常どおり 

休　務 

休　　務 

休　務 

通常どおり 

通常どおり 

通常どおり 

｝

妙
有
院
の
焼
却
炉
は
廃
止
し
ま
し
た 

川
は
、
私
た
ち
が
生
活
を
営
む
う
え
で

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
財
産
で
す
。

最
近
、
西
川
で
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ま
た
、
一
般
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
生
ご
み
等
が
不
法
に
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

ご
み
を
投
棄
す
る
と
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

処
罰
さ
れ
ま
す
。

大
切
な
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係

内
線
１
４
３

12
月
１
日
か
ら
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
11
月
30
日
で
妙
有
院
の
小
型
焼
却
炉
を

廃
止
し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
を
火
葬
さ
れ
る
方
は
、
民
間
の
ペ
ッ
ト
霊
園
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

巻
町
外
三
ヶ
町
村
衛
生
組
合
事
務
局

@
72
―
３
１
３
１
（
内
線
３
２
２
）

お
知
ら
せ
・
情
　
報
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離
婚
な
ど
で
、
父
と
生
計
を

別
に
し
て
い
る
児
童
を
育
て
て

い
る
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
対
象
と
な
る
児
童

18
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
障
害
児
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）

○
対
象
と
な
る
理
由

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
②
父

が
死
亡
し
た
児
童
③
父
が
重
度

の
障
害
者
で
あ
る
児
童
④
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童

⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童
⑥
父
が
１
年
以
上

刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童
⑦
父
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童
⑧
出
生
の
事
情
が

明
ら
か
で
な
い
児
童

＊
　
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
し
て

か
ら
5
年
を
過
ぎ
て
も
手
続
き

を
し
な
い
と
、
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

心
身
に
重
度
又
は
中
度
の
障

害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

育
て
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
児
童

・
　
目
や
耳
な
ど
身
体
の
不
自

由
な
児
童

・
　
日
常
の
生
活
を
制
限
さ
れ

る
程
度
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
児
童

・
　
知
的
発
達
に
障
害
の
あ
る

児
童

な
ど
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
の
あ
る
児
童

●
所
得
制
限

手
当
を
請
求
す
る
人
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と
き

は
、
手
当
の
全
部
又
は
一
部
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

手
当
を
請
求
す
る
人
の
配
偶
者

及
び
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と

き
も
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉

係
　
内
線
１
４
２

別表 中程度以上の障害とは 

視 力 障 害 

聴 力 障 害 

平衡機能障害 

そしゃく機能障害 

音声・言語障害 

上　　肢 

下　　肢 

体　　幹 

そ　　の　　他 

1　級（重度障害） 2　級（中度障害） 

１　両眼の視力の和が0.04以下のもの 

２　両耳の聴力レベルが100デシベル以上の 
もの 

６　両下肢の機能に著しい障害を有するもの 
７　両下肢を足関節以上で欠くもの 

８　体幹の機能に座っていることができない 
程度又は立ち上がることができない程度の 
障害を有するもの 

１　両眼の視力の和が0.08以下のもの 

２　両耳の聴力レベルが90デシベル以上の 
もの 

３　平衡機能に著しい障害を有するもの 

４　そしゃくの機能を欠くもの 

５　音声又は言語機能に著しい障害を有す 
るもの 

６　両上肢のおや指及び人さし指又は中指を 
欠くもの 

７　両上肢のおや指及び人さし指又は中指の 
機能に著しい障害を有するもの 

８　一上肢の機能に著しい障害を有するもの 
９　一上肢のすべての指を欠くもの 
10　一上肢のすべての指の機能に著しい障害 
を有するもの 

11　両下肢のすべての指を欠くもの 
12　一下肢の機能に著しい障害を有するもの 
13　一下肢を足関節以上で欠くもの 

14　体幹の機能に歩くことができない程度の 
障害を有するもの 

15　前各号に掲げるもののほか、身体の機能 
の障害又は長期にわたる安静を必要とする 
病状が前各号と同程度以上と認められる状 
態であって、日常生活が著しい制限を受け 
るか、又は日常生活に著しい制限を加える 
ことを必要とする程度のもの 

16　精神の障害であって、前各号と同程度以 
上と認められる程度のもの 

17　身体の機能の障害若しくは病状又は精神 
の障害が重複する場合であって、その状態 
が前各号と同程度以上と認められる程度の 
もの 

３　両上肢の機能に著しい障害を有するもの 
４　両上肢のすべての指を欠くもの 
５　両上肢のすべての指の機能に著しい障害 
を有するもの 

９　前各号に掲げるもののほか、身体の機能 
の障害又は長期にわたる安静を必要とする 
病状が前各号と同程度以上と認められる状 
態であって、日常生活の用を弁ずることを 
不能ならしめる程度のもの 

10　精神の障害であって、前各号と同程度以 
上と認められる程度のもの 

11　身体の機能の障害若しくは病状又は精神 
の障害が重複する場合であって、その状態 
が前各号と同程度以上と認められる程度の 
もの 

肢
体
不
自
由 

（備考）視力の測定は、万国式試視力表によるものとし、屈折異常があるものについては、矯正視力よって測定する。 

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

◎
児
童
扶
養
手
当
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児
童
手
当
制
度

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
全
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

６
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
所
得
制
限
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
手
当
の
支
給
月

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
・
６

月
・
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
が
、
届
出
の
あ
っ
た
金
融
機

関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

●
認
定
請
求

手
当
は
認
定
請
求
し
た
翌
月
分

か
ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日

の
属
す
る
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

・
年
金
加
入
証
明
書
（
請
求
者
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
場
合
）

・
請
求
者
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番

号
（
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関

の
も
の
）

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
そ

の
年
の
１
月
１
日
に
西
川
町
に

住
所
が
な
か
っ
た
人
）

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉

係
　
内
線
１
４
２

今回は特に中高生におすすめの献立
を紹介します。（４班担当）

＜おしゃれな簡単デザート
みかんのヨーグルトゼリー＞

【材　料】4人分
・ みかん缶　120ｇ
（固形量）
Ａ（粉寒天４ｇ，水
80cc）
Ｂ（プレーンヨーグ
ルト常温　280ｇ，
砂糖　大さじ３）

【作り方】
①鍋にＡを入れ、10分程おいてとろ火
にかけ、よく溶かし、Ｂを混ぜる
（寒天は20℃で固まるので手早く扱う）。
②グラスを４個用意し、みかんの半量
を底に並べ、①を入れ、冷蔵庫で1
時間ほど冷す。

③残りのみかん、キウイフルーツ、チェ
リーを飾る。

【１人分栄養量】
エネルギー　93kcal たんぱく質 2.5ｇ
脂　質　　1.8ｇ　　 塩　分　　 0.1ｇ

西
川
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
か

る
が
も
会
）
で
は
、
西
川
荘
で
親

子
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

を
行
い
ま
す
。
母
子
寡
婦
福
祉
会

の
会
員
以
外
の
方
も
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
22
日（
日
）

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
　
場

西
川
荘
大
広
間

会
　
費

１
人
　
５
０
０
円

当
日
徴
収

参
加
申
込

社
会
福
祉
協
議
会

@
88
―
７
７
３
５

保
健
福
祉
課
福
祉
係

内
線
１
４
４
・
１
４
５

町
広
報
紙
11
月
10
日
号
に
紹
介

し
た
図
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福

祉
会
館
（
@
88
―
２
３
３
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
録
は
一
冊
２，

０
０
０
円
で

す
。

12月９日～
12月23日

子育てテレホンサービス
@88－5560

今回の期間と内容は次のとおりです。
24時間いつでもご利用いただけます。

期　間 内　容

12月24日～
１月５日 子どもの成長と反抗期

良い親の条件

※問い合わせは、曽根保育園
（@88－2112）までお願いします。

西
川
町
を
中
心
と
す
る

西
蒲
原
郡
ゆ
か
り
の
文
人

「
図
録
」
の
ご
案
内

●手当の月額

第１子 5,000円

第２子 5,000円

第３子以降 10,000円

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内 

・キウイフルーツ　１個
・チェリー缶　４粒

＜マメで元気に
エスニック風マーボ豆腐＞

【材　料】4人分
・木綿豆腐　　　１丁
・豚赤身ひき肉 160ｇ
・生しいたけ　　４個
・ピーマン　　　２個　
・ねぎ　　　　　40ｇ
・ごま油・油

各大さじ1/2

【作り方】
①豆腐は軽く水をきり、１㎝厚さの角
切りにする。

②Ａの調味料を全部合わせておく。
③野菜は１㎝くらいの角切りにする。
④フライパンに油を熱し、ひき肉を炒
め、さらに②を入れて炒め、③と豆
腐を加えくずさないように混ぜてと
ろみをつける。

【１人分栄養量】
エネルギー 195kcal  たんぱく質 15.0ｇ
脂　質　　8.6ｇ　　 塩　分　　 1.3ｇ

【アドバイス】
片栗粉はとろみがついてもしばらく

火を止めずに煮つめると水っぽくなり
ません。

Ａ〔トマトケチャップ　大さじ４／砂糖　大さ
じ1/2／しょうゆ　大さじ１と1/3／酒・しょうが
汁　各小さじ１／豆板醤（トーバンジャン）適
宜／スープ　カップ１／片栗粉　大さじ１と1/3〕
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推
進
と
し
て

・
厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
定
員
の
ス

リ
ム
化
を
検
討
す
る
。

・
公
務
員
制
度
改
革
に
伴
う
年

功
序
列
型
か
ら
能
力
重
視
型
へ

の
給
与
体
系
の
見
直
し
や
人
事

考
課
制
度
の
導
入
を
検
討
す

る
。

③
　
定
員
適
正
化
計
画
の
策
定
及

び
公
表
と
し
て

・
定
員
適
正
化
計
画
の
策
定
と

進
捗
状
況
の
公
表
で
、
な
お
一

層
の
適
正
化
に
向
け
努
力
を
す

る
。

・
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度
の

３
か
年
で
、
一
般
行
政
職
の
概

ね
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に
減

員
す
る
。

④
　
人
材
育
成
制
度
の
検
討
と
し

て・
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
活

用
し
、
効
率
的
・
総
合
的
な
業

務
遂
行
に
資
す
る
た
め
、
人
材

育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
、
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
人
材
の

育
成
を
推
進
す
る
。

・
民
間
職
場
で
の
体
験
実
習
を

含
め
た
実
務
研
修
な
ど
幅
広
い

分
野
へ
の
派
遣
研
修
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
広
報
係

内
線
２
２
２

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を

検
討
す
る
。

④
　
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
並

び
に
公
営
企
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
と
し
て
、
事
業
の

自
主
評
価
を
適
切
に
行
い
、経
営

の
効
率
化
・
健
全
化
を
図
る
と

と
も
に
、
町
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
負
担
の
軽
減
に
務
め
る
。

組
織
・
機
構
、
人
事
制
度
の
適
正
化

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
と

自
立
分
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
に
向

け
た
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
更

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の

意
識
や
能
力
の
向
上
に
向
け
た
人

事
制
度
を
検
討
し
、
実
施
す
る
。

①
　
地
方
自
治
分
権
型
行
政
へ
の

組
織
化
の
推
進
と
し
て

・
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
地

方
分
権
を
踏
ま
え
、
今
後
、
行

政
の
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
企
画
立
案
機

能
や
総
合
調
整
機
能
等
の
強
化

を
図
る
。

・
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
あ
わ
せ
た
評
価
部
門
の

検
討
を
行
う
。

・
町
民
の
視
点
に
立
っ
て
町
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
施

策
を
迅
速
に
反
映
で
き
る
組
織

体
制
の
確
立
を
目
指
す
。

・
縦
割
り
の
行
政
組
織
か
ら
民

間
企
業
に
な
ら
う
合
理
的
な
組

織
体
制
へ
の
大
胆
な
見
直
し
を

行
う
。

②
　
定
員
管
理
、
給
与
適
正
化
の

評
価
し
公
表
す
る
事
務
事
業
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て

検
討
す
る
。

③
　
情
報
化
社
会
に
対
応
し
、
文

書
事
務
の
電
子
化
と
各
種
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
及
び
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
（
ラ
ン
）
の
充
実
を
図
る
。

財
政
運
営
の
安
定
・
健
全
化

歳
入
の
適
正
な
確
保
と
限
ら
れ

た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
執

行
す
る
た
め
の
方
法
を
検
討
し
、

実
施
す
る
。

①
　
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
と

し
て
、
中
長
期
的
財
政
計
画
の

策
定
と
公
表
を
行
う
。
ま
た
、

次
の
と
お
り
健
全
な
財
政
運
営

に
向
け
た
各
種
対
策
を
実
施
す

る
。

・
町
民
の
公
平
、
公
正
な
受
益

者
負
担
を
踏
ま
え
た
徴
収
の
強

化
を
図
る
。

・
抜
本
的
な
財
政
構
造
の
見
直

し
に
つ
な
が
る
方
策
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
。

②
　
効
果
的
・
効
率
的
予
算
執
行

と
し
て
、
外
部
委
託
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
次
の
と
お
り
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
や
合
理
化
を
行

う
。

・
職
員
の
意
識
啓
発
を
進
め
る
。

・
企
業
会
計
的
な
分
析
（
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
等
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
　
予
算
・
決
算
情
報
の
提
供
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
、
町
民
が
容
易
に
情
報

し
、
実
施
す
る
。

①
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加

促
進
の
構
築
と
し
て
、
地
域
の

住
民
及
び
団
体
等
と
協
働
し
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
仕
組

み
を
構
築
す
る
。

ま
た
、
各
種
委
員
の
公
募
を

推
進
す
る
。

②
　
地
区
組
織
等
と
の
連
携
と
し

て
、
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
組

織
を
有
効
活
用
す
る
。

事
務
事
業
の
点
検
・
見
直
し

全
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
事
務
事

業
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
導
入
す

る
。

①
　
事
務
事
業
の
総
点
検
を
す
る

と
と
も
に
補
助
金
の
見
直
し
を

す
る
。

②
　
全
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
目

標
や
成
果
を
可
能
な
限
り
数
値

化
し
、
そ
の
成
果
を
客
観
的
に

住
民
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
推
進

住
民
へ
の
行
政
情
報
の
提
供
を

充
実
し
ま
す
。

①
　
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
・
分
析

な
ど
で
効
率
的
、
効
果
的
な
広

報
・
広
聴
を
行
う
。

②
　
情
報
提
供
の
促
進
と
し
て
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
施
策
へ
の

反
映
に
務
め
る
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
情
報
収

集
で
き
る
シ
ス
テ
ム
機
器
を
設

置
す
る
。

③
　
総
合
窓
口
を
設
置
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

④
　
手
続
き
の
迅
速
化
の
推
進
と

し
て
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
各
種
証
明
交
付
、

施
設
利
用
申
請
の
導
入
化
を
検

討
す
る
。

住
民
と
の
連
携
強
化

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

町
行
政
へ
の
反
映
の
仕
方
を
検
討

町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
地
方
分
権
の
本
格
化
な
ど
か
ら
、

行
政
改
革
大
綱
を
見
直
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度
に
検
討
ま
た
は
実
施

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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行
政
改
革
大
綱
・
税
だ
よ
り

固
定
資
産
税
の
は
な
し

土
地
や
建
物
の
売
買
や
贈
与
等

に
よ
っ
て
所
有
者
が
変
わ
る
と
、

新
し
い
所
有
者
か
ら
固
定
資
産
税

を
納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
登
記
に
よ
る
異
動
時
期
に

よ
っ
て
、
い
つ
か
ら
新
し
い
所
有

者
に
納
め
て
頂
く
か
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。

例
え
ば
、
平
成
14
年
12
月
に
土

地
の
売
買
契
約
を
結
び
、
翌
年
の

平
成
15
年
１
月
末
に
法
務
局
で
所

有
権
移
転
登
記
を
済
ま
せ
た
場

合
、
新
し
い
所
有
者
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
の
は
、
平
成
16

年
度
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
が
１
月

１
日
現
在
（
賦
課
期
日
と
い
い
ま

す
）
で
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て

登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、

１
年
分
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

た
め
で
す
。

つ
ま
り
こ
の
事
例
は
、
平
成
15

年
１
月
１
日
現
在
の
登
記
簿
に

は
、
ま
だ
旧
所
有
者
の
ま
ま
で
登

記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
15

年
度
１
年
分
の
固
定
資
産
税
は
、

旧
所
有
者
に
全
額
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

最
近
で
は
、
こ
れ
ら
の
税
負
担

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
意
味

で
、
所
有
者
が
変
わ
る
場
合
、
誰

が
固
定
資
産
税
を
負
担
す
る
の
か

を
取
り
決
め
、
売
買
契
約
書
等
に

明
記
す
る
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
売
買
に
限
ら
ず
贈
与
や

相
続
な
ど
で
土
地
や
家
屋
の
所
有

権
が
移
る
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
意
味
で
も
な
る
べ
く
速
や

か
に
「
所
有
権
移
転
登
記
」
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
・
家
屋
等
に
係
る
町
の
固

定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ

れ
、
年
税
額
を
４
期
に
分
け
て
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
ご
と
に
納
め
て
頂

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の
う

ち
新
た
に
建
築
さ
れ
た
建
物
（
新

築
又
は
増
改
築
分
）
に
つ
い
て
は
、

１
月
１
日
の
時
点
で
完
成
し
て
い

る
建
物
が
新
規
に
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

つ
ま
り
、
平
成
14
年
１
月
２
日

か
ら
平
成
15
年
１
月
１
日
ま
で
の

間
に
完
成
し
た
建
物
が
、
平
成
15

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
務
課
で
は
、
現
在
平
成
14
年

１
月
２
日
以
降
に
建
築
さ
れ
た
建

物
の
家
屋
調
査
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
対
象
と
な
る
建
物
の
把
握
に

つ
い
て
は
、「
建
築
確
認
申
請
書
」

を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
確

認
申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
把

握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
14
年
中
に
建
物
を
新
築
あ

る
い
は
増
改
築
さ
れ
た
方
で
、
建

築
確
認
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
ま
た
は
、
以
前
建
築

し
た
建
物
で
調
査
漏
れ
の
た
め
課

税
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
手
数
で
も
役
場
税
務

課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

所
有
し
て
い
た
建
物
を
取
り
壊

さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
役
場

税
務
課
に
滅
失
の
届
出
を
し
な
い

と
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
税
金
が
課

税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。平

成
14
年
中
に
建
物
を
取
り
壊

さ
れ
た
場
合
に
は
、
役
場
税
務
課

に
「
建
物
滅
失
届
」
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

届
出
の
用
紙
は
、
役
場
税
務
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お

手
数
で
も
印
鑑
（
認
め
印
）
を
お

持
ち
の
う
え
、
税
務
課
の
窓
口
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
記
済
の
建
物
を
取
り

壊
し
、「
建
物
滅
失
登
記
」
を
さ

れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
税
務
課

へ
の
「
建
物
滅
失
届
」
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
登
記
が
遅
れ
ま
す

と
取
り
壊
し
後
も
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
壊
し

後
当
面
「
滅
失
登
記
」
を
さ
れ
な

い
場
合
は
、
役
場
税
務
課
へ
の

「
滅
失
届
」
を
提
出
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
や
建
物
を
売
買
し
た
と
き

税
金
は
ど
う
な
る
の
？

平
成
14
年
中
に
新
築
・
増
改
築
し
た

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
14
年
中
の
建
物
の

取
り
壊
し
は
あ
り
ま
せ
ん
か

固定資産税について

の問い合わせ

税務課資産税係

内線１５４



（エ） 

（ア） （イ） （ウ） （オ） 

（カ） 
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所
得
税
編

今
回
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
、
奥
さ
ま
の
パ
ー
ト
収
入
と
税
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

～サラリーマンと税～
サラリーマンの方は、その年の1月から12月までの給与を合計して、

年末に所得税が精算されます。

源泉徴収票をもとに所得税額の計算をしてみましょう。

①甲野太郎さんの給与所得額（＝給与所得控除後の金額）（イ）は

400万円　－（400万円×20％＋54万円）＝　266万円
支払金額（ア） 給与所得控除額　　　　　　給与所得額（イ）

（表にあてはめて計算） （＝給与所得控除後の金額）

＜給与所得控除額＞ 給与所得控除額は支払金額によって違います。

②甲野太郎さんの課税所得金額は

266万円　　　　－　　　162万円　　　　＝　　　104万円
給与所得額（イ） 所得控除額の合計額（ウ） 課税所得金額

＜所得控除額（源泉徴収票の（エ）より計算します）＞
所得控除額は個人の状況によって違います。甲野太郎さんの場合

は基礎控除38万円（これは個人の状況に関係なく金額が決まってい
ます）配偶者控除（※）38万円、配偶者特別控除（※）３万円、扶
養控除38万円、社会保険料45万円の合計162万円です。
（※）配偶者控除、配偶者特別控除については～奥さまと税～のところで
説明します。

③所得税額の計算

104万円　　×　　10％　　＝　　10万４千円
課税所得金額　　　 税率　　　　　 所得税額

＜税率表＞　税率は課税所得金額によって違います。

162万5,000円以下 
162万5,000円超～ 

180万円超～ 
360万円超～ 
660万円超～ 
1,000万円超　 

65万円 
年収×0.4  
年収×0.3 ＋ 18万円 
年収×0.2 ＋ 54万円 
年収×0.1 ＋120万円 
年収×0.05＋170万円 

180万円以下 
360万円以下 
660万円以下 
1,000万円以下 

支　払　金　額 控　除　額 

330万円以下 
330万円超～ 
900万円超～ 
1,800万円超　 

900万円以下 
1,800万円以下 

―　 
33万円 
123万円 
249万円 

課税所得金額 控  除  額 
10％ 
20％ 
30％ 
37％ 

税 率 

④減税額の計算

減税額は、所得税額の20％（最高25万円）です。
10万４千円　×　20％　＝　２万800円
所得税額　　　　　　　　　 減税額

甲野太郎さんの平成14年分の最終的な所得税
額は
10万４千円 － ２万800円 ＝ ８万3,200円
所得税額　　　 減税額　　源泉徴収税額（オ）

となります。
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税
　
だ
　
よ
　
り

10.29
集落排水第１号
集落排水工事

西 汰 上
地　　内 11,970

14.10.29
〜

15.３.14
遠藤建設㈱10.21

町道第４号線消雪パイ
プ敷設（補助第４工区）
工事

学 校 町
地　　内 3,045

14.10.21
〜

15.１.18
㈱加藤建設

10.29
西川町営野球場ファー
ルポール等改修工事

升　　潟
地　　内 1,470

14.10.29
〜

14.11.29

長谷川体育
施設㈱

北信越支店

11.5
第２処理分区舗装復旧
工事

新 栄 町
川崎団地
地　　内

7,245
14.11.５
〜

14.11.29

世紀東急工業㈱
北陸支店
新潟営業所

11.13
町道第924-2号線
道路改良工事

第一産業
センター
地　　内

1,785
14.11.13
〜

15.１.31

世紀東急工業㈱
北陸支店
新潟営業所

10.21
町道第501号線
消雪パイプ敷設工事

一番町・二番町
三番町・六　分
地　　内

2,835
14.10.21
〜

14.12.29
㈱加藤建設

10.24
消雪パイプ用配管敷設
（第１・４工区）工事

下　　山
地　　内 5,880

14.10.24
〜

15.３.14

㈱水倉組
巻支店

10.24
消雪パイプ用配管敷設
（第２・３工区）工事

下　　山
地　　内 8,400

14.10.24
〜

15.３.14
佐藤建設㈱

入札日 工　事　名 場　所 工事費 工 期 業者名

入札結果公表 （百万円以上）

入札日 工　事　名 場　所 工事費 工 期 業者名
千円 千円

パート収入は給与所得になりますので、所得の計

算の仕方はサラリーマンの方の場合と同じです。

従って年収が103万円以下ですと、所得税はかか

りません。

103万円　　－　　65万円　　＝　　38万円

年収　　　 給与所得控除額　　給与所得額

38万円　　－　　38万円　　＝　　０円

給与所得額　　　所得控除額　　 課税所得金額

（基礎控除）

課税される所得がありませんので所得税はかかり

ません。

なお、住民税については、年収が100万円以下で

すと、課税所得金額が非課税限度額以下になります

ので（35万円以下）住民税はかかりません。

〈配偶者控除と配偶者特別控除〉

奥さまがパート等で働く場合、奥さまの年収によっ

て夫が配偶者控除と配偶者特別控除を受けられる金額

が違ってきます。

なお、夫の合計所得が1,000万円を超える年は配偶

者特別控除は受けられません。

５万円以上 
10万円以上 
15万円以上 
20万円以上 
25万円以上 
30万円以上 
35万円以上 
 
38万円以上 
40万円以上 
45万円以上 
50万円以上 
55万円以上 
60万円以上 
65万円以上 
70万円以上 
75万円以上 
76万円以上 

５万円未満 
10万円未満 
15万円未満 
20万円未満 
25万円未満 
30万円未満 
35万円未満 
38万円未満 
 
40万円未満 
45万円未満 
50万円未満 
55万円未満 
60万円未満 
65万円未満 
70万円未満 
75万円未満 
76万円未満 

38 
38 
38 
38 
38 
38 
38 
38 
38 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

38 
33 
28 
23 
18 
13 
８ 
３ 
― 
38 
36 
31 
26 
21 
16 
11 
６ 
３ 
― 

76 
71 
66 
61 
56 
46 
41 
38 
38 
38 
36 
31 
26 
21 
16 
11 
６ 
３ 
― 

38万円 

奥さまのパート所得 配偶者 
控除額 

配偶者特 
別控除額 合　計 

万円 万円 万円 

甲野太郎さんの場合、奥さまの所得が35万円（カ）
ですので、表より、配偶者控除額38万円、配偶者特
別控除額3万円が所得控除額の合計額（ウ）に含まれ
ています。

次回は「医療費を支払ったとき」についてお送りします。 

詳しくは役場税務課へお尋ねください。内線151・152

～奥さまと税（配偶者控除、配偶者特別控除について）～
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わ が 家 の 人 気 者

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口に届出の際にお申し出ください。

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　3,502　 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

26人 
13人 
2人 
2人 

 6,086人 
 6,568人 
 12,654人 

 
 

（前月比＋13） 

（前月比＋5） 

（11月末日現在） 

【談】 この作品は、美術部で展
示するために描いたものです。写
真を参考に見て描きました。犬ら
しく見えるように毛なみを注意し
て描きました。少し苦労しました
が、うまく描けたと思います。色
は絵が明るく見えるように、水彩
絵の具で薄く塗りました。水で調
整しながら違う色を重ねて塗った
り、けっこう大変でした。

西川中学校２年

佐藤 あゆ美 さん
（押付団地）

優希は、毎日いっぱい食べて、遊んで、うるさいぐらい
におしゃべりをします。つかまり歩きをするようになって
からは、テーブルによじ登るので目が離せません。最近で
は「バイバイ」「おいしい」などが出来るようになりました。
優希のおかげで我が家は、毎日笑い声が絶えず、にぎや

かです。
大井　博昭さん（ ）

恵 さん

大
井
　
ゆ
う
き
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

小　林　滉
ひろ

弥
や

笹　井　　彩
あや

戸井田　　陸
りく

／

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ
名　　前 誕生日 保護者 町　内

／

／

／

健　輔

博

隆

旗 屋

三 ツ 屋

15

18

26

中　村　ハルノ

入　澤　ト　シ

上　原　房　子

田　口　キ　ミ

渡　　　健　一

伊　藤　藤　枝

名　前

75

77

53

89

59

92

年齢

一　人

輝　夫

儀　一

英　樹

本　人

卓

亡くなった日 世帯主

善光寺

旗 屋

見 帯

槇島団地

升 岡

町　内
10

10

10

10

11

11

22

28

29

30

１

８

10

10

10

ごけっこん

加　藤　拓　也

（野口）美　和

中　村　新　吾

（阿部）智　子

神　田　　隆　　

（行方）亜紀子

名前（旧　姓）

加藤　　清

中村　新吾

神田　　隆

世帯主

升潟団地

町　内
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